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Project 

㉑ 
地域協働専攻 

地域政策グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

ＱＯＬ向上支援のための健活プロジェクト 

【メンバー】 [学   生 ]  森 愛斗/成澤 駿介/大久保 慶人/星野 百胡/加藤 大夢/ 

東海林 南里/田澤 菜緒/針生 美空 

[担当教員]  外崎 紅馬 

 

【背景】 

人は、日々いろいろな課題に囲まれて生活をしている。そのような中で、少しでも満足度の高い暮らしの実

現に努めている。しかし、インターネットなど各種メディアにより多種多様な情報が溢れており、本当に正しい

情報が何か判断が難しい状況である。 

私たちの生活の基盤である「健康」についても、様々な情報が氾濫し、正しい知識が何か見極めにくい状況

といえる。 

 

【目的】 

健康に関する正しい知識・正確な情報を地域住民に伝え、健康についての理解促進と健康増進のために

行える生活行動の創出・支援を行うことを本プロジェクトの目的とする。 

 

【概要】 

健康に関する理解促進・意識啓発として下記の活動を実施する。 

① 健康をテーマにした紙芝居づくり 

② 健康情報ミニ資料作成 

③ 紙芝居の実演動画作成・動画上映 

④ ハンドベルの演奏（紙芝居実演時の BGM として） 

 

【プロセスと成果】 

 

前期は、健康に関する情報を収集するとともに、紙芝居を活用するにあたって「紙芝居の展開構造」「１場

面当たりの情報量」「実演の際の留意点」について確認と理解を図った。 

後期は、前期に蓄積した資料と共通理解をもとに、「①健康をテーマにした紙芝居づくり」「②健康情報ミニ

資料作成」「③紙芝居の実演動画作成・動画上映」「④ハンドベルの演奏」（実演動画への挿入）を行った。 

【作成した紙芝居】 
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【総括と反省・今後の課題】 

 

本年度は「生活リズムを整えよう」をメインテーマに、主に日本医師会が監修している文献及び各種資料か

ら情報を収集・精査した。 

前期は、活動ツールとして紙芝居を用いることとしたため、健康に関する情報を収集することと合わせて、

紙芝居の特性や、演じるにあたっての留意点等についても確認を行い、ひとつひとつ理解を図ることに時間を

費やした。 

後期は、紙芝居作成のため原案づくりや絵コンテ、作画、彩色などを行い、手作りの紙芝居を１本完成させ

た。コロナ禍でもあるため対面での紙芝居実演は避け、代わりに紙芝居の実演を動画に撮り、ハンドベル演

奏による BGM を動画に挿入し、それを幼稚園の行事で上映した。 

また、健康に関する情報をミニ資料にまとめ、函館中央図書館で定期的に実施されているイベント時に月１

回のペースで「健活プロジェクト通信」という名称で配布を行った。 

これらの活動から、子どもには紙芝居を用い、大人にはミニ資料を活用することで、健康に関する正しい情

報の提供を実施できた。今後は、よりよい生活行動を維持していくための方法の検討が課題である。 

【地域からの評価】 

 

以下のようなご意見をいただいた。 

 

●「紙芝居」について 

・子どもにも理解しやすいように内容が工夫されて 

いて、ハンドベルによるBGMも効果的でした。 

・ハンドベルをBGMに用いることによって、より親し

みやすさが増した。 

・紙芝居の作成やハンドベルの練習など、熱意の

ある姿勢が感じられた。 

 

●「ミニ資料」について 

・毎月の図書館での行事でミニ資料が配布さ  

れ、以前よりも健康を意識するようになった。 

・年代に応じた情報を提供しているところがとても

役に立った。 

・信用できる情報源をもとにして地域に発信できて

いるのが良いと思います。 

【その他】 

 

年間スケジュール 

 
●前期 

４月：活動内容の検討。 

５月～６月：健康情報の収集・精査。 

紙芝居の特性の理解。 

７月：健康情報の整理。紙芝居原案の作成。 

 

●後期 

１０月：紙芝居絵コンテ作成。ミニ資料作成・配布。 

１１月：紙芝居作画・彩色。ミニ資料作成・配布。 

１２月：紙芝居完成・動画撮影・編集。 

ミニ資料作成・配布。 

１月：紙芝居動画上映。ミニ資料作成・配布。 

【健康情報ミニ資料】 【幼稚園での動画上映】 


